
春季における釣り中 人身海難発生傾向と対策

平 成 3 0 年 ４ 月
交 通 部 安 全 対 策 課

春季には、釣り中の海難が増加

します！

海難発生傾向を知って、未然

に海難を防ぎましょう！
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１．月別マリンレジャーに伴う人身海難発生状況（H25-29累計）

（隻）

 海上保安庁では、ＧＷ期間中、マリンレジャーの安全対策を強化しています！

月別 マリンレジャーに伴う人身海難発生状況

（人）
釣り中の人身海難は、春期に増加します！
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10歳未満, 
11人, 4% 10歳代, 

10人, 4%

20歳代, 25人, 
9%

30歳代, 
41人, 
15%

40歳代, 51人, 
18%50歳代, 35人, 

12%

60歳代, 
66人, 
23%

70歳代, 37人, 
13%

80歳以上, 
5人, 2%

２．釣り中事故 年代別発生状況（H2５-H2９（４-５月）累計）

年 代 別 発 生 状 況 年代・負傷程度別の割合

 年齢が上がるほど、重大な結果となる人身海難の割合が高くなります！

281人

約4割が60歳以上です！
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死亡・行方不明 重症 中等症 軽症 負傷無し

60歳未満, 
29人, 39%

60歳以上, 
46人, 61%

【死者・行方不明者の割合】

75人



生存者, 

50人, 

47%

死者・行方不明者, 

56人, 53%

生存者, 

156人, 

89%

死者・行方不明者, 

19人, 11%

３. 釣り中事故 行動人数別発生状況（H25-H29（4-5月）累計）

海 中 転 落 事 故 者 の 単 独 ・ 複 数 行 動 別 の 死 亡 率

 もしものときの安全のため、複数で行動しましょう！

複数行動
175人

単独行動
106人

複数で行動すれば、救助機関への連絡が早まるなど、

助かる可能性が高まります。



海中転落, 

128人, 

74%
帰還不能, 

33人, 

19%

負傷, 

6人, 

3%

病気, 

6人, 

3%

溺水, 

1人, 

1%

４. 釣り中事故 事故内容別発生状況（H25-H29（4-5月）累計）

港内における事故内容別発生状況

 転倒・足の踏み外しによる海中転落に注意しましょう！

約７割が海中転落です！

174人

港内における事故内容別発生状況

防波堤, 91人, 

32%

岸壁, 60人, 

21%

消波ブロック, 

23人, 8%

磯場, 79人, 

28%

沖合, 7人, 3%

砂浜, 7人, 3%

その他, 14人, 5%

281人

約６割は港内で発生しています！

港内



帰還不能, 

43人, 

54%

海中転落, 

29人, 37%

負傷, 

6人, 

8%

溺水, 1人, 1%

５. 釣り中事故 事故内容別発生状況（H25-H29（4-5月）累計）

磯場における事故内容別の割合

 磯場での釣りは、安全な場所でおこない、風や波が高くなる前に帰りましょう！

79人

磯場では戻ってこれなくなる

事故も多く発生しています！
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死者・行方不明者 生存者

着用, 43人, 

26%

非着用, 

122人, 

74%

６．釣り中事故時における救命胴衣着用状況（H25-H29（4-5月）累計）

海中転落事故時における救命胴衣着用の有無の割合救命胴衣着用有無の死者・行方不明者の割合

 必ず救命胴衣を着用しましょう！

海中転落者数

165人

死亡率に違いがあります！ まだまだ、着用率が低い！



【参考】 海水温度と生存予想時間

水温 生存予想時間

２℃未満 ４５分以下

２～４℃ １時間３０分以下

４～１０℃ ３時間以下

１０～１５℃ ６時間以下

１５～２０℃ １２時間以下

２０℃以上 不定（疲労度による）

※IMO船舶捜索救助便覧より ※気象庁ホームページより

上の表は、海水に浸かっている場合の海水温度と生存可能時間を表したものです。

温度の低い海水に長く浸かっていると、まず「低体温症」になります。低体温症は、体温が３５

度以下になる状態で、次第に動作が鈍く緩慢になり、中度では意識が混濁して、正しい応答が得ら

れなくなります。その後は、意識が無くなり、重度の非常に危険な状態になります。

平成２９年５月１日 海面温度



７. まとめ

 ４～５月に事故が急増

 年齢が上がるほど、重大な海難の割合が高い

 約６割が港内等で発生

 単独行動は死亡率が高い

 港内では約７割、磯場でも約４割が海中転落

 磯場における事故のうち、約５割が帰還不能

 約７割が救命胴衣非着用

 連絡手段をもって、複数行動をしましょう

 救命胴衣は常時着用しましょう

 海の緊急通報１１８番

春季期間における釣り中事故の傾向分析

事故防止のポイント

海中転落した場合の対処法（水難学会提唱）

手は水面より下。

靴ははいたまま。
軽い靴は浮き具代わりに。 手足は大の字に広げる。

大きく息を吸い、空気を肺にためる。
あごを上げて上を見ると呼吸しやすい。「浮いて待て！」

合言葉は…



【参考】 海上保安庁の取り組み

「海の安全情報」とは

全国各地の灯台などで観測した気象情

報、海上工事等の情報や、海上模様が把握

できるライブカメラ映像をリアルタイムに

提供しています。

スマートフォン用サイトでは、ＧＰＳ機

能を利用して、現在地周辺の気象・海象の

現況、など海に関する様々な情報が地図画

面上で確認できます。

さらに、海上保安庁が発表する緊急情報

や気象庁発表の気象警報・注意報などを、

「緊急情報配信サービス」として提供して

います。

（※「緊急情報配信サービス」の利用には事前登録が必要です。

（無料））


